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2河内町議会だより

　12 月５日から 12 月 13 日までの９日間の会期で開かれた定例会において、提出された条例改
正等４件、補正予算等４件、人事案件等 11 件について審議されました。その結果についてお知
らせします。

令和６年

第 ４ 回 河 内 町 議 会 定 例 会

◆ 議案の内容と結果 ◆◆ 議案の内容と結果 ◆ 審議結果
（賛成：反対）

議案第１号 河内町特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例及び河内町
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 12月13日

可決
（7：2）河内町特別職報酬等審議会より答申がなされたことに伴い、常勤特別職の給

料及び議員報酬を改定するため、関係する条例の一部を改正するもの

議案第２号 河内町東共同利用施設「つつみ会館」の設置及び管理に関する条例等の一部
を改正する条例 12月13日

可決
（9：0）

つつみ会館及び運動公園の管理運営について、指定管理者制度により法人そ
の他団体に施設の管理が出来ることとするため、関係する条例の一部を改正
するもの

議案第３号 河内町医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例 12月13日
可決

（9：0）児童手当法施行令の一部を改正する政令等の施行に伴い、本条例を改正する
もの

議案第４号 令和６年度河内町一般会計補正予算（第６号） 12月13日
可決

（8：1）歳入歳出予算の総額に 56,818 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞ
れ 6,330,207 千円とするもの

議案第５号 令和６年度河内町介護保険特別会計補正予算（第３号） 12月13日
可決

（9：0）歳入歳出予算の総額に 14,481 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞ
れ 1,368,040 千円とするもの

議案第６号 令和６年度河内町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 12月13日
可決

（9：0）歳入歳出予算の総額に 250 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ
158,276 千円とするもの

議案第７号 令和６年度河内町水道事業会計補正予算（第１号） 12月13日
可決

（9：0）収益的収入及び支出の予定額の総額に 401 千円を追加し、収益的収入及び
支出の総額を 238,629 千円とするもの

議案第８号～
議案第 17 号 河内町農業委員会委員の任命について 12月13日

同意
（9：0）河内町農業委員会委員を任命するにあたり、農業委員会等に関する法律第８

条第１項の規定により議会の同意を求めるもの

議案第 18 号 河内町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 12月13日
可決

（9：0）令和６年８月の人事院勧告等を踏まえ、関係法案が閣議決定されたことに伴
い、関係する条例の一部を改正するもの
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。
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結　果

議案第 1 号 × ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 4 号 × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
※○＝賛成、×＝反対　　※議長（髙橋  稔）は可否同数のとき以外は表決に加わりません。

議案第 19 号 河内町中央公民館建設工事変更請負契約について
12月13日

可決
（9：0）

令和６年６月 13 日に議決された工事について、変更請負契約を締結するた
め、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条
の規定に基づき、議会の議決を求めるもの

第
４
回
定
例
会

第
４
回
定
例
会
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　11 月１日に開かれた臨時会において、提出された報告１件、条例改正等２件について審議されました。
その結果についてお知らせします。

令和６年

第 ３ 回 河 内 町 議 会 臨 時 会

報告第１号 専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度河内町一般会計補正予算（第５号）） 11 月 1 日

承認
（9：0）

令和６年度河内町一般会計補正予算（第５号）でありまして、地方自治法第
179 条第１項の規定により、令和６年 10 月４日付けで専決処分したので、
報告し承認を求めるもの

議案第１号 河内町国民健康保険条例の一部を改正する条例 11 月 1 日
可決

（9：0）国民健康保険法の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、本条例の一
部を改正するもの

議案第２号 河内町公用車（マイクロバス）の購入契約について
11 月 1 日

可決
（8：1）

令和６年 10 月 28 日に指名競争入札に付した物品購入について、購入契約
を締結するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す
る条例第３条の規定に基づき、議会の議決を求めるもの

賛否の別れた
案件の議決結果

山
本
　
豊

髙
橋
利
彰

諸
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周
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稔

小
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之
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牧
山
龍
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佳
美

宮
本
秀
樹

結　果

議案第２号 ○ × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※○＝賛成、×＝反対　　※議長（髙橋  稔）は可否同数のとき以外は表決に加わりません。
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一 般 質 問

【令和６年第４回定例会】 ４名の議員が町政について質問しました。質問と答弁について要旨を紹介します。

諸 岡  周 示  議員

行政区について

問 行政区の統合に関する意向調査の
結果と、現在の状況について伺う

答 総務課長
令和４年に区の統合における意向

調査を実施。統合が必要と回答した区の
うち２か所の区で協議が整い、令和６年
４月に統合。将来的な統合に向け、引き
続き検討をお願いしている。

問 人口減少が進み行政区の構造が変
わり、様々な課題への対応が必要

と考えるが、町としてどのように考えて
いるか。

答 総務課長
区長会議では、毎月の回覧の配布を

電子化できないかという要望もあった。どの
ような施策の必要があるのかを把握し、将来
を見据えて情報の収集等に努めていきたい。

高齢者対策について

問 認知症の対策について、現在どの
ようなことを実施されているか

答 福祉課長
町では認知症サポーター養成講座

による理解や対応、認知症予防カフェで
の相談の場の提供、脳と体いきいき教室
で体を動かすことによる予防などのほか、
状況にあった事業を実施している。

問 認知症診断の機能検査の助成を近隣自治
体に先駆け前向きな検討はできないか

答 福祉課長
現時点での自己負担金の助成は考

えていないが、状況が変化した際は、近
隣自治体の状況を確認しながら調査研究
を図っていきたい。

問 福祉有償運送サービスや高齢者福
祉タクシーの稼働率について伺う。

また高齢者タクシーの助成額を上乗せす
る検討はできないか

答 福祉課長
福祉有償運送サービスは、前年度

は車両３台中１日当たり１台から２台が
利用されており、稼働率としては 60%を
超えている。
　高齢者福祉タクシーは、前年度 525 回
の利用があり、さらに利便性の向上を図
るため来年度より上限額の改定に向けて
検討していく。

問 交通の便が悪いという話をたくさ
ん言われるが、公共ライドシェア

について検討する考えはあるか

答 福祉課長
現時点では検討していないが、今

後状況に応じて、地域の移動手段の確保
対策に関し、協議が必要な場合には、関
係各課と調査研究をしていきたい。

答 町長
今後、ますます高齢化率も上がる

ことが予想され、交
通手段は非常に大事
だと思っているので、
必要に応じて検討し
ていきたい。
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一 般 質 問

子宮頸がん予防の仕組みづくりについて

問 近隣自治体では、男性接種を小学

６年から高校１年生にも無料で

行っている。町においてもぜひ取り組ん

でいただきたいが、町の考えは

答 町長
来年度、予算化していきたい。

窓口サービス向上について

問 高齢者とのコミュニケーションに

ついて、年齢とともに取りにくく

なる方もいるが、役場窓口ではどのよう

に対応しているか

答 福祉課長
相手の表情を確認しながらゆっく

りと話しかけ筆談などで円滑なコミュニ
ケーションに努めている。しかし、大き
な声で話してしまうと個人情報がほかの
お客様にも聞こえてしまう恐れもあるた
め、別室で対応する必要が生じるといっ
た課題がある。

問 軟骨伝導イヤホンを各公共施設に

導入することで聞こえの支援につ

ながると期待されるが、町の考えを伺う

答 福祉課長
耳が聞こえにくい方との意思疎通

を図る上で有効な手段と考えられるので、
まずは試験的に導入を検討していきたい。

星 野  初 英  議員

５歳児健診について

問 特別な支援を必要とする等の特性

を早期に把握し、就学前までに適

切な療育支援につなげるため、国は公費

での実施を目指しているが、町の今後の

対応について伺う

答 町民課長
発達障害などの健診が可能な医

師をはじめ、関係機関が集まり、具体的
な実施方法や健診結果が生かされるフォ
ロー体制の構築から徐々に進めていきた
い。

問 ５歳児健診を実施しているところ

では不登校の生徒が減少したとい

う話も聞く。この時期に健診を行うこと

についての考えを伺う

答 教育長
５歳児を中心に小学校教育に円滑

に接続できる取組をしているが、５歳児
健診が実施されればフォローアップ体制
づくりと、その後の取組を町民課等と連
携していきたいと考えている。
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一 般 質 問

新庁舎建設について

問 現状と経緯について

会議室に傾きが出るほど老朽化が
激しく、来庁者の相談を受ける個室も少
なく、新庁舎建設は必要だとは思われる
が、これまでの経緯について伺う。

答 都市整備課長
現在の本庁舎は、建築後既に 50年

以上が経過し、建物本体及び設備の老朽
化により修繕費や光熱水費等の維持管理
費の負担が大きく、行政事務の執務スペー
スや会議室等が不足しているという現状
を踏まえ、町民代表等の委員により構成
される河内町新庁舎検討委員会からは「早
い時期に建て替えが必要である」との内
容をまとめた答申が町長へされた。また
令和６年には 16歳以上の町民に新庁舎建
設に関するアンケート調査を実施した。

問 計画について

新庁舎建設には多額の費用がかか
ると思われるが、現時点の計画について
伺う。

山 本   豊  議員

答 都市整備課長
新庁舎の建設位置として、現庁舎

敷地を選定した。
　理由としては、町民アンケートにより、
新庁舎の建設位置として、災害時の安全
性、車でのアクセス利便性、建設コスト
の削減等の安全性と経済性を重視するこ
ととした。今月の町民説明会等での意見
も参考として、今年度中の新庁舎建設基
本計画の策定に向けた検討を引き続き
行っていく。

問 今後の対応について

この町にふさわしい庁舎の計画を
していただきたいと思うが、今後の対応
について伺う。

答 都市整備課長
令和６年度の新庁舎建設基本計画

の策定後、令和７年度から令和９年度に
基本設計、実施設計を行い、令和 10 年か
ら約２年間で建設工事を行い、令和 12 年
度中の供用開始を目指す。
　また、新庁舎の供用開始までは現庁舎
を利用し、その後、解体工事と駐車場整
備を行う。
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一 般 質 問
髙 橋   稔  議員

地域経済の活性化事業の取組みについて

問 プレミアム商品券について、令和

3年度のプレミアム率は10％であっ

たが、コロナ対策として、密を避け会食

を控えるなどの対策を講じ地域経済が疲

弊していた時期において、他の年度より

プレミアム率が低かった理由について伺

う

答 まちづくり推進課長
国からのコロナ対策交付金が対前

年度で約４割と減額され、コロナ禍でも
あり、公共施設の感染拡大防止対策事業
に重点を置いたため。

問 販売制度の改善について

令和６年度は 19 日間で完売し、
購入できなかった方からは不満の声が聞
かれた。全ての購入希望者が購入できる
方策を構築するべきと考えるがどうか。

答 まちづくり推進課長
公平な購入機会の確保とともに、

町商工会とも連携し、町内における商工
業の振興と消費喚起の両立を図っていき
たい。

答 町長
公平に皆さんに必ず渡るような形、

希望する方は必ず買えるような方向を考
えていきたい。

問 町では少子高齢化や人口減少、基

幹産業である農業の後継者不足問

題等々、課題が山積している。目指すま

ちづくりについて町長の考えを伺う

答 町長
第６次総合計画等の策定に着手し

ており、５年後、10 年後のまちの未来を
明確にし、誰もが健康で幸せに暮らせる
まちづくりを目指していきたい。

問 河内町の活性化対策や目指すまち

づくりについての答弁を受け、次

期町長選への熱意を伺いたい

答 町長

道半ばであり、この動きを止める
ことなく、夢あるまちづくりのため、引
き続き、皆様から御理解がいただけるの
であれば、町の課題としっかり向き合い、
２期目も引き続き、町長として町政運営
を担わせていただきたい。
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●
空
港
対
策
特
別
委
員
会

　

12
月
5
日　

年
間
発
着
枠
30
万
回
を
超
え
る
運
用
に
つ
い
て

　
国
土
交
通
省
よ
り
、
成
田
空
港
は
す
で
に

34
万
回
の
処
理
能
力
を
有
し
て
お
り
、
今
後

の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
航
空
需
要
は
伸
び

る
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
航
空
需
要
を
取
り
こ

ぼ
す
こ
と
な
く
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
成
田
空
港
の
ハ
ブ
空
港

と
し
て
の
地
位
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
空
港

周
辺
地
域
の
発
展
に
資
す
る
施
策
で
あ
る
と

し
て
、
令
和
７
年
秋
よ
り
30
万
回
を
超
え
る

運
用
を
開
始
し
た
い
と
の
説
明
を
町
生
活
環

境
課
職
員
と
共
に
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
成
田
空
港
株
式
会
社
よ
り
発
着
回

数
の
増
加
に
よ
る
騒
音
対
策
等
に
つ
い
て

は
、
Ｂ
滑
走
路
の
延
伸
、
Ｃ
滑
走
路
の
供
用

開
始
後
の
年
間
発
着
枠
50
万
回
に
向
け
た
取

り
組
み
等
が
す
で
に
進
め
ら
れ
、
し
っ
か
り

と
対
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
た
。

河
内
町
議
会
で
は
、
議
員
の
資
質
向
上
と
円
滑
な
議
会
運
営
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に

全
議
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■ 

11
月
20
日

　

①
新
庁
舎
基
本
計
画
の
概
要
（
案
）
に
つ
い
て

　
　
都
市
整
備
課
職
員
及
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
よ
り
、
町
民
説
明
会（
12
月
15
日
）

を
前
に
事
前
説
明
を
受
け
、
町
民
に
分
か
り
や
す
い
説
明
資
料
と
な
る
よ
う
提
案

を
行
い
ま
し
た
。

　

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告
に
つ
い
て

　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
よ
り
、
本
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
実
績
や
今
後
実

施
し
て
い
く
こ
と
、
活
動
上
の
課
題
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
各
一
部
事
務
組
合
等
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

■ 

１
月
15
日

　

①
生
涯
学
習
の
考
え
方
に
つ
い
て

　
　
鈴
木
教
育
長
か
ら
新
設
さ
れ
る
中
央
公
民
館
を
利
用

し
た
生
涯
学
習
事
業
の
説
明
と
、
姉
妹
都
市
協
定
を

締
結
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
コ
ル
ド
バ
町
か
ら
の
英
語

教
師
の
教
育
事
業
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

②
政
務
活
動
費
に
つ
い
て

　
　
交
付
対
象
と
な
っ
て
い
る
経
費
の
確
認
を
し
、
今
後

の
政
務
活
動
費
の
必
要
性
、
廃
止
し
た
場
合
の
対
応

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
（
案
）
の
町
民
説
明

会
に
つ
い
て
、
各
一
部
事
務
組
合
等
か
ら
の
報
告
に
つ

い
て

議
員
活
動

議
員
研
修
会
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河内町議会議員
行政視察研修報告

　河内町議会は令和６年 10 月８日から 10
日までの３日間の日程で、北海道上川町及び
南幌町の行政視察を行いました。髙橋議長を
はじめ議員 10 名と事務局１名の総勢 11 名
で、官民越境共創型のまちづくりや子育て世
代の移住支援施策などを視察研修して参りま
した。

　１日目に訪問した上川町は北海道のほぼ中
央にある大雪山の麓、大雪山国立公園の北方
部に位置し、豊かなライフスタイルデザインを描けることがまちづくりというコンセプトのもと、これ
からの人口減少を覚悟し、交わり、繋がり、創ることを通じてコミュニティの質を高め、関係人口を増
やすことを目的に都市部の企業と連携した事業展開により、先駆的な地方創生を行っており、コロンビ
アやニューズピックスなどの企業と包括連携協定を結び、先進的な視点で課題解決に取り組んでいまし
た。また、地域おこし協力隊をプロジェクトのプロデューサーとして採用することで、新規に事業をは
じめる人の安心感にも繋がっていました。

　２日目に訪問した南幌町は北海道石狩平野のほぼ中央に位置し、岩見沢市や北広島市、長沼町に隣接
し、札幌まで車で約 35 分にある都会に近い田舎町でした。
　昭和 49 年から北海道住宅供給公社による造成が行われ、田園都市として農業、商業、工業、住居が
共存していました。このような住環境の中、２年連続で全国町村における日本人増加率が一位となるな
ど人口が増加しており、転入者の約半数は子育て世代と言われる 30 歳代が中心で、移住元自治体は札
幌市、北広島市等近隣からが多い状況でした。
　移住定住施策は、住宅建設助成金で最大助成２百万と分譲地の宅地価格を半額助成しており、土地購
入費が低額になるところが特に魅力的に感じました。広報宣伝もハウスメーカーと連携することで、多
岐に発信さており効果的でした。
　また、町の中央部に中央公園が整備され、敷地内には昨年５月に子供達の交流拠点となる子ども室内
遊戯施設を開設し、コーヒーショップも併設しているので、天候に関係なく憩いの場を提供しているこ

とは、子ども達はもちろんのこと、
その家族にとっても気軽に利用でき
る施設が充実していました。

　それぞれの自治体における研修は、
大変有意義なものであり、この視察
研修の成果を踏まえ、より一層町民
の負託に応えるべく議会・議員活動
に取り組み、当町のこれからのまち
づくり、地域振興に向けて議会一同
努力してまいる所存であります。

　以上、報告といたします。

北海道上川町

北海道南幌町
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県
南
町
村
議
会

議
員
大
会
報
告

　

令
和
６
年
11
月
１
日
、
阿
見
町
か
す
み
公
民
館
に

お
い
て
、
県
南
町
村
の
議
会
議
員
が
一
堂
に
会
し
、

県
南
町
村
議
会
議
員
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
村
は
、
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、
水
源
涵

養
、
国
土
保
全
と
い
っ
た
国
民
生
活
を
支
え
る
役
割

を
果
た
す
と
と
も
に
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業

を
創
出
し
、
地
域
に
根
付
い
た
伝
統
を
継
承
し
な
が

ら
個
性
あ
ふ
れ
る
多
様
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
豊

か
な
文
化
を
育
ん
で
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
町
村
に
お
い
て
は
、
長

期
的
な
人
口
減
少
や
東
京
一
極
集
中
に
よ
り
過
疎
化

･

少
子
高
齢
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
が
担
い
手
不
足
に
よ
り

衰
退
す
る
な
ど
、
地
域
活
力
が
減
退
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
や
、
原
油
価
格
・
物

価
の
高
騰
が
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
町
村
は
総
じ
て
自
主
財
源
が
乏
し
い
中

で
、
福
祉
・
医
療
、
教
育
・
子
育
て
、
防
災
・
減
災

事
業
な
ど
、
増
大
す
る
役
割
に
迅
速
・
的
確
に
対
応

指
摘
に
関
す
る
規
定
に
は
、
多
様
な
考
え
方
が
あ
る

の
で
慎
重
に
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
大
会
を
糧
に
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
町

行
政
の
議
決
機
関
と
し
て
研
鑽
を
つ
み
、
よ
り
一
層

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
町
発
展
の
た
め
努
力
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
地
方
交
付
税
等
の
一

般
財
源
総
額
の
確
保
・
充
実
に
よ
り
、
人
口
減
少
・

少
子
化
対
策
及
び
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
・
脱
炭
素
社
会
の
推
進
な
ど
、
真
の
地
方
創

生
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
強
力
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
取
組
を
町
村
の
実
情
に
沿
っ
て

展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
町
村
議
会
の
活
性
化
や

住
民
の
議
会
に
対
す
る
関
心
・
理
解
を
深
め
る
こ
と

等
を
通
じ
た
、
議
会
へ
の
多
様
な
人
材
参
画
及
び
議

会
の
機
能
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、「
一
致
結
束
し
て
、
果
敢
に

行
動
し
て
い
く
」
と
す
る
大
会
宣
言
及
び
「
議
会
へ

の
多
様
な
人
材
参
画
及
び
議
会
の
機
能
強
化
を
期
す

る
」
な
ど
の
大
会
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
演
会
で
は
、
弁
護
士
で
あ
る
太
田
雅

幸
先
生
か
ら
「
議
会
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
～
防
止
条
例
立
案
上
の
ポ
イ
ン
ト
～
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
で
は
、
事
例
を
交
え
な
が
ら
パ
ワ
ハ
ラ

を
受
け
た
被
害
者
の
心
理
状
態
や
パ
ワ
ハ
ラ
の
典
型

的
な
行
為
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。
ま

た
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
等
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
立
案
に
お

け
る
注
意
点
と
し
て
、
特
に
同
僚
議
員
に
対
し
て
の
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次回開会予定  ３月６日（木）

◆ 議長及び議員の主な動向 ◆ 令和６年 11 月から令和７年１月

✿❀✿　11 月　✿❀✿

1日 第 3 回臨時会
県南町村議会議長会議員大会

3日 かわちドリームフェスティバル

7 〜 8 日
　 　　県町村議長行政視察

12日 稲敷地方広域市町村圏事務組合定例会

13日 町村議会議長全国大会

15日 かわちこども園駐車場利用に係る検討委員会

19日 龍ケ崎地方塵芥処理組合全員協議会
龍ケ崎地方塵芥処理組合定例会

20日 議員研修会

21 〜 22 日
　 　　龍ケ崎地方衛生組合行政視察

21 〜 23 日
　 　　県南町村会視察研修

25日
子ども・子育て支援審議会
全員協議会
議会運営委員会 

26日 例月出納検査

✿❀✿　12月　✿❀✿

5日
第 4 回定例会開会
空港対策特別委員会
補足説明会

8日 町歩け歩け会開会式
10日 街頭キャンペーン 
13日 第 4 回定例会閉会
19日 福祉総合協議会
21日 クリスマスイルミネーション
25日 例月出納検査

✿❀✿　１月　✿❀✿
8日 千鳥会

12日 消防出初式
二十歳の集い

15日 議員研修会
16日 商工会新年会
19日 利根町制施行 70 周年記念式典
20日 町総合計画及び総合戦略策定審議会
23日 広報委員会

24日 例月出納検査
県町村会定例会（町村長・議長合同会議）

28日 稲敷地方広域市町村圏事務組合全員協議会


